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  （５）死 産 

死産数は1,393胎で、前年より18胎増加した。 

死産率は、出産千人(胎)に対し23.4で前年の22.6を0.8ポイント上回った。全国   

(23.9)を0.5ポイント下回っている。 

また、死産の内訳をみると、自然死産は704胎で前年より14胎増加し、人工死産は

689胎で４胎増加した。 

 

表－２２ 死産数及び死産率の年次推移 
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  （６）周産期死亡 

周産期死亡数は255人(胎)で、前年より3人(胎)増加した。 

周産期死亡率は、出産千人(胎)に対し4.4で前年より0.2ポイント上回った。年次推

移をみると、長期的に低下傾向にある。全国は4.1であった。 

平成７年の上昇は、周産期死亡の定義が変わり、後期死産が「妊娠満28週以後」

から「妊娠満22週以後」に改められたことに原因があるものと考えられる。 

 

表－２３ 周産期死亡数及び周産期死亡率の年次推移 
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  （７）婚 姻 

婚姻件数は36,227件で、前年の39,160件より2,933件減少した。 

婚姻率は、人口千人に対し5.1で前年の5.5を0.4ポイント下回った。全国は5.2であ

った。 

婚姻率の年次推移をみると、昭和46年の11.7をピ－クに低下し、昭和62年(5.6)を

ボトムに若干上昇したが、平成14年以降は低下傾向にある。 

 

表－２４ 婚姻件数及び婚姻率の年次推移 
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 平均初婚年齢は、夫31.1歳、妻29.2歳で、前年と比べると夫が0.2歳上昇し、妻は 

0.3歳上昇した。 

 

表－２５ 平均初婚年齢の年次推移 
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  （８）離 婚 

離婚件数は13,547件で、前年の14,325件より778件減少した。 

離婚率は、人口千人に対し1.90で前年より0.12ポイント下回った。全国は1.87であ

った。 

離婚率の年次推移をみると、昭和58年以降低下傾向にあったが、平成元年以降上

昇に転じた。平成13年をピークに低下に転じ、平成21年は上昇したものの、平成22

年以降再び低下傾向にある。 

 

表－２６ 離婚件数及び離婚率の年次推移 
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  （９）合計特殊出生率 

合計特殊出生率は1.28で、前年の1.32を0.04ポイント下回った。全国は1.39であっ

た。 

平成16年（1.20）以降上昇傾向にあったが、平成23年は低下した。 

母の年齢階級別にみると、15～44歳の年齢階級で低下傾向が見られる。 

 

表－２７ 合計特殊出生率の年次推移（年齢階級別内訳） 
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